




















スイスの対 EU 政策 
－統合政策としての Interreg プログラム－ 
主査・教 授 清水 耕一  教 授 太田 仁樹 
教 授 田口 雅弘  准教授 津守 貴行 




 本学位論文は、序論と第１〜6 章の本論、及び終章の全 8 章で構成されている。 














  第１章「スイスの対ＥＵ政策 －ヨーロッパ統合の拡大、深化への対応－」では、ス
イスの独自性の構成要因となっている地理的、経済的、政治的特徴を説明した上で、スイ
ス・ＥＵ関係の歴史、国民投票による EEA 参加の拒否の結果としての EU 加盟問題の凍結、
EEA 参加否決後の対 EU 政策（２国間協定と越境地域間協力）の概略を説明している。 
 第２章〜第５章はスイス国境地域において実施されている４つ Interreg プログラム（フ
ランス・スイス・プログラム、イタリア・スイス・プログラム、ボーデン湖プログラム、
ライン川上流域中南部プログラム）について、主に 1994~1999 年の Interreg II プログラ













































 本論文の学位審査会は 2009 年 2 月 3 日に学内審査員 5 名によって行われた。本論文の審
査結果は以下の通りである。 
 1. 本論文の独創性は、英独仏伊の 4 カ国語の原資料を駆使して、スイス国境地域におけ
る Interreg プログラムによる越境地域間協力事業の全体像を示した所にある。各地域の














かにしたことは、本研究の最大の学術的貢献である。   




加盟が否決されたことによってスイスの EU 加盟問題が凍結された後、スイス連邦政府は 2
国間協定によって対 EU 関係を強化している。本論文はこのようなスイス連邦政府の対 EU











どうかは、今後更に検証される必要があるが、少なくともスイスの対 EU 統合政策が単に 2
国間協定という「上からの統合」とは異なった次元をも含んでいること、そして Interreg
事業も統合政策の一環をなすことを明らかにしたのも、本論文の学術的功績である。 
 本論文の評価は以上のごとくであるが、審査会では多くの質問が出され著者によって説
明されたが、今後の課題として越境地域の住民は Interreg プログラムをどのように評価し
ているのか、またバイオバレー事業のように各プログラムの中で代表的な事業を詳細に説
明するための調査研究（写真撮影も含む）の必要が指摘された。もっとも、これらは本論
文の価値を損なうものではなく、本論文を著書としてまとめる際に追加が望まれる研究と
して述べられたものである。 
 以上から、本審査会は全員一致で本論文は博士（学術）を授与するに値する論文である
と認定した。 
 
 
 
